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ll) two-phonon' three-phonan, four-phonon process が可能であ
ること｡









と着ているフォノンの衣が薄 くなり, ソフ トになるが極低温ではゼロ点振動により安定
化されて有限な周波数にとどまり相転移が起らない.これ厄 Barret効果として知られ
ている｡























あるo実際･我々は KTa03の 100ストレス SrTi03の 100ス トレス, SrTi
03の 110ス トレスの各駿合について周波数 Q,の二乗がス トレスに如 し直線的に増加
し臨界ス トレスでゼロになるモー ドを温度 2oK で観測した｡すなわちス トレス下で誘
電率が発散するのに対応 してコクランモー ドが "凍結 'するのが観測されたのである｡
Il
またフォノン周波数は従来ス トレスあるいは歪に対 して Grur)eisen係数を用いて線形



















モー ドの寿命を4-フォノン過程で計算 して臨界点で発散することを示 しているが,汰
= Oでの同様の計算が望まれる｡
臨界点近傍で幅の異常が観測された他の例としてPbTi03があるが･これもunder
-damping であって幅の評価が容易であるが,多くの over-damped modeについ
て幅の情報を引きだすのは実験的にむずかしいであろう｡
(A) (Srl _ Ⅹ B｡Ⅹ)Ti0 3 のラマン散乱
酸素八面体回転による構造相転移のソフ トモー ド周波数の温度変化の exponent
は,最初, Fleury, Scott,Worlockによって 0.31･と報告されたがWorlock は
実験をや り直しLandau理論と一致する 0.5であるとした｡最近 Steigmeierは温度
変化を詳細にとり･ Ta近傍の臨界領域で 14 の exponentを兄いだしたoc･a･ 10oK
の幅の臨界頗域よ｡さらに低温のLandau領域で実験は α･∝ (T仁 T)0･5よ｡はむし
ろ (Ta,-T)y3と･+fっているように見えるo SrTi03に Ba イオンを少量混入して
混晶を作ると転移温度が急激に変化するので上記の事情を調べるのに都合がよい｡我々
















良く知られているように･ SrTi03の 105oK相転移はブ リアン帯境界における
R25 フォノン･モー ドの凍結に由来するものであるが,この相転移のオーダ ･パラメタ
-である酸素八面体の画転強 く甲> は八面体の中心に置換されているF:'のスペクト
ルの (001)面内での分裂として極めて精密に観測することができる｡最近按の酸素イ
ォン空孔をもつF3+の "st,ongaxial field"スペク トルはESR線巾が非常に狭e
い (1-3ガウス)ので,<?>の測定精度は約 0.050にもなり,酸素イオンの変位
に直して-2×10~3且にも達している｡しかも,注意すべきことには, B｡Ti03の
I)値はPsの自乗に比例すべき量であるのに較べて･ SrTi03の <甲> 測定はオー
ダー ･パラメタ-_の自発倍に比例する量を観測していることになっている｡
H
最近,この方面の研究は色々と進展しているが,特にスイスのA･Muller たちが,
SrTi03の構造的相転移の臨界現象に関連して, ESRを手段として,動的および静
的な性質を巧みに観察することに成功 しているので,以下にこれらの概要を紹介する｡
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